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福
岡
大
学
と
と
も
に
生
き
る
ー

　　

７

　

近
年
、
わ
が
国
は
未
曽
有

の
人
口
減
少
社
会
お
よ
び
少

子
高
齢
化
社
会
に
突
入
し
、

こ
の
人
口
構
造
の
変
化
に
よ

っ
て
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
制
度

基
盤
が
不
安
定
に
な
り
混
迷

の
状
態
を
呈
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
で
は
政
治
体
制
は
言
う

に
及
ば
ず
、
社
会
保
障
制
度

や
教
育
制
度
な
ど
多
く
の
領

域
で
一
大
改
革
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国

の
成
り
立
ち
を
考
え
れ
ば
、

出
生
数
が
減
少
し
続
け
高
齢

者
が
長
生
き
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
わ
が
国
で
は
当
然
の

結
果
で
あ
り
、
ず
っ
と
以
前

か
ら
予
測
で
き
た
こ
の
大
き

な
問
題
の
解
決
を
、
現
在
ま

で
先
送
り
し
て
き
た
政
治
の

責
任
は
大
き
い
と
い
え
る
で

し
よ
－つ
。

戦
後
の
日
本
を
振
り
返
れ

ば
、
い
わ
ゆ
る

「団
塊
の
世

代
」
と
言
わ
れ
る
昭
和
二
十

二
年
か
ら
二
十
四
年
ま
で
の

年
間
出
生
数
は
約
二
七
〇
万

人
で
あ
り
、
そ
の
後

「団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
」
の
ピ
ー
ク
を
除

け
ば
年
々
出
生
数
は
減
少
し

続
け
、
現
在
で
は
年
間
一
〇

九
万
人
に
ま
で
激
減
し
て
い

ま
す
。
出
生
数
減
少
の
原
因

は
、
女
性
の
社
会
進
出
に
よ

る
晩
婚
化
や
価
値
観
の
多
様

福
岡
大
学
医
学
医
療
・健
康
担
当
副
学
長

瓦
林
達
比
古

　

さ
て
、
こ
こ
で
学
校
法
人

福
岡
大
学
を
備
敵
し
ま
す
と
、

本
学
は
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
九
学
部
三
十
一
学
科
と
大

学
院
十
研
究
科
三
十
二
専
攻

お
よ
び
九
一
五
床
の
特
定
機

能
病
院
な
ら
び
に
筑
紫
野
市

に
三
四
五
床
の
地
域
医
療
支

援
病
院
を
持
つ
地
域
の
一
大

拠
点
と
な
る
総
合
大
学
で
あ

り
、
さ
ら
に
、
福
岡
市
の
中

央
部
に
付
属
の
大
濠
中
学
校
・

高
等
学
校
を
有
し
て
い
ま
す
。

学
生
数
は
二
・
一
万
人
、
卒

業
生
は
二
十
一
万
人
を
超
え
、

「人
材
教
育
と
人
間
教
育
」
逗子

部
教
育
と
総
合
教
育
」
「地
域

性
と
国
際
性
」
の
教
育
研
究

理
念
の
下
に
、
社
会
に
貢
献

す
る
多
く
の
人
材
を
輩
出
し

て
き
ま
し
た
。
現
在
も
総
合

大
学
の
特
長
を
生
か
し
な
が

ら
、
時
代
の
変
化
と
社
会
の

要
請
に
応
え
る
べ
く
研
究
推

進
部
と
七
つ
の
付
置
研
究
所

（資
源
循
環
・
環
境
制
御
シ

ス
テ
ム
研
究
所
、
都
市
空
間

情
報
行
動
研
究
所
、
高
機
能

物
質
研
究
所
、
て
ん
か
ん
分

子
病
態
研
究
セ
ン
タ
ー
、
先

端
分
子
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー

（分
子
腫
蕩
学
セ
ン
タ
ー
よ

り
改
組
）
、
身
体
活
動
研
究

所

（新
設
）、
環
境
科
学
技

術
研
究
所
）
を
設
置
し
、
大

化
に
よ
る
未
婚
率
の
上
昇
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
同

時
に
、
妊
娠
・
出
産
・
育
児

に
対
す
る
政
策
的
な
支
援
の

不
備
が
こ
れ
に
拍
車
を
か
け

て
い
ま
す
。
少
数
の
若
者
が

多
数
の
高
齢
者
を
支
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
の

人
口
構
造
の
変
化
は
、
医
療
・

福
祉
や
年
金
制
度
に
特
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
受

験
人
口
減
少
と
い
う
形
で
学

校
経
営
に
も
大
き
な
負
の
影

響
を
与
え
、
大
学
全
入
時
代

の
到
来
が
間
近
と
な
り
、
学

生
の
質
の
低
下
が
危
倶
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

今
後
大
学
間
の
学
生
獲
得
競

争
は
激
化
し
て
勝
ち
組
と
負

け
組
が
明
確
に
な
り
、
特
に

よ
り
優
秀
な
学
生
を
獲
得
す

る
た
め
に
は
、
大
学
全
体
の

教
育
体
制
の
見
直
し
や
教
育

の
質
の
向
上
、
そ
し
て
学
生

の
学
習
環
境
の
整
備
が
急
務

で
す
。
こ
の
よ
う
な
危
機
感

の
下
に
、
全
国
各
大
学
は
大

学
存
続
を
か
け
て
、
さ
ら
な

る
ブ
ラ
ン
ド

・
イ
メ
ー
ジ
向

上
と
他
大
学
と
の
違
い
を
鮮

明
に
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
再
構
築
の
た
め
に
学
部
新

設
や
再
編
統
合
に
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
ま
す
。

学
院
教
育
と
連
動
さ
せ
た
教

育
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
共
通
教
育
セ
ン

タ
ー
、
言
語
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
、

エ
ク
ス
テ
ン
シ

ョ
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
通
し
た
地

域
に
開
か
れ
た
教
育
活
動
や
、

一
方
で
は
、
十
二
カ
国
の
二

十
九
大
学
一
機
関
と
姉
妹
校

協
定
を
締
結
し
て
学
生
や
研

究
者
の
相
互
派
遣
お
よ
び
共

同
研
究
を
積
極
的
に
推
進
し
、

国
際
的
視
野
に
立
っ
た
思
考

力
と
行
動
力
を
備
え
た
人
材

を
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

歴
史
的
に
は
、
本
学
は
昭

和
九
年
に
福
岡
高
等
商
業
学

校
と
し
て
創
立
さ
れ
、
昭
和

二
十
四
年
に
福
岡
商
科
大
学

と
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
に

福
岡
大
学
と
改
称
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
は
創
立
七
十
五
周

年
を
迎
え
、
協
定
大
学
長
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ノ
ー
ベ
ル
賞

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
始
め
と
し
て
、

多
く
の
記
念
行
事
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
医

学
部
は
、
昭
和
四
十
七
年
に

九
学
部
最
後
の
学
部
と
し
て

増
設
さ
れ
、
翌
四
十
八
年
に

福
岡
大
学
病
院
、
六
十
年
に

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成

十
九
年
か
ら
は
医
学
部
に
看

護
学
科
が
設
置
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
医
学
部
の
最
終
目

標
は
道
徳
・
倫
理
を
含
め
た

卒
前
医
学
・
看
護
学
教
育
の

充
実
に
よ
り
、
卒
業
生
全
員

を
医
師
や
看
護
師
等
の
国
家

試
験
に
合
格
さ
せ
て
世
に
送

り
出
す
こ
と
で
あ
り
、
病
院

の
社
会
的
役
割
は
医
学
・
医

療
実
践
の
場
と
し
て
卒
後
教

育
の
一
環
を
担
い
、
中
核
施

設
と
し
て
高
度
医
療
を
地
域

に
提
供
す
る
こ
と
で
す
。
福

岡
大
学
医
学
部
・
病
院
の
使

命
は
、
社
会
の
要
請
に
応
じ

た
幅
広
く
深
い
教
養
と
高
い

倫
理
観
を
兼
ね
備
え
た
、
高

度
専
門
職
業
人
を
世
に
送
り

出
す
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
法
人
全
体
を
鑑

み
れ
ば
、
両
病
院
と
も
に
法

人
自
体
の
附
属
病
院
で
あ
り
、

と
も
に
独
立
採
算
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。
法
人
運
営
の

基
盤
と
な
る
収
入
は
、
基
本

的
に
は
学
生
の
授
業
料
で
あ

る
学
納
金
と
両
病
院
の
医
療

収
入
に
依
存
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
後
者
が
前
者
を
上

回
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
も

本
学
生
き
残
り
の
た
め
に
は

両
病
院
の
収
益
性
の
向
上
が

必
須
で
あ
り
、
医
学
部
、
両

病
院
が
一
丸
と
な
っ
て
法
人

全
体
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
学
は
医
学
部
・

薬
学
部
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部

を
有
す
る
全
国
唯
一
の
大
学

で
あ
り
、
予
防
医
学
や
高
齢

者
医
療
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
近
年
の
厚
生
労
働
省
の

方
針
を
勘
案
し
ま
す
と
、
本

学
に
と
っ
て
は
今
こ
そ
こ
の

特
長
を
生
か
し
た
次
の
展
開

へ
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
考
え

て
も
過
言
で
は
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
後
二
十
年
間

年
々
増
加
し
続
け
て
高
齢
社

会
を
進
行
さ
せ
る
定
年
退
職

後
の
方
々
に
と
っ
て
、
生
活

の
質

（Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
の
向
上
に

最
低
限
必
要
な
も
の
は

「健

康
と
教
養
」
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
今
後
の
地

域
社
会
構
造
の
変
化
の
中
で
、

本
学
の
特
長
を
考
慮
し
た
存

在
意
義
は
、
全
学
を
挙
げ
て

「健
康
」
と

「教
養
」
を
地

域
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
中
で
学
納
金
と
医
療
収

入
以
外
の
収
入
源
と
な
る
各

種
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構

築
す
る
こ
と
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
「健
康
」
に
つ

い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た

体
力
づ
く
り
に
始
ま
り
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
や
認
知
症

防
止
、
健
康
食
品
の
開
発
や

創
薬
、
急
性
期
医
療
か
ら
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、

地
域
住
民
の
健
康
維
持
に
関

し
て
全
て
の
面
で
支
援
可
能

で
す
。
ま
た
、
「教
養
」
に

つ
い
て
は
多
く
の
資
格
獲
得

が
可
能
な
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
や
言
語
教
育
研

究
セ
ン
タ
ー
等
を
介
し
た
地

域
社
会
へ
の
一般
教
養
の
提

供
や
、
退
職
後
二
十
年
の
第

二
の
人
生
設
計
を
考
え
て
お

ら
れ
る
方
々
へ
の
専
門
教
育

の
提
供
な
ど
、
地
域
と
共
に

歩
ん
で
い
く
こ
と
が
可
能
で

し
ょ
う
。
そ
の
過
程
で
、
時

宜
に
応
じ
た
テ
ー
マ
を
追
求

す
る
学
部
横
断
的
な
研
究
セ

ン
タ
ー
を
核
に
質
の
高
い
情

報
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
本
学
独
自
の
明
確
な

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
や

ブ
ラ
ン
ド

・
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
資
す
る
こ
と
大
で
あ
り
、

更
に
は
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
提
示
と
同
時
に
新
た

な
雇
用
の
創
出
ま
で
可
能
に

な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
私
学
に
職
を
得
る
者

に
と
っ
て
は
、
ま
ず
は

「官

と
民
」
の
注
目
を
弓
く
こ
と

が
何
よ
り
重
要
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
二
年
秋
に
竣
工

す
る
福
岡
大
学
病
院
新
館
に

は
、
現
在
の
外
来
部
門
の
殆

ん
ど
が
臓
器
別
セ
ン
タ
ー
と

し
て
移
転
し

（
一１
三
階
）、

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン

タ
ー

（四
階
）
、
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー

（五
階
）
、
ハ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

（六
階
）
、
消

化
器
セ
ン
タ
ー

（七
階
）
の

入
院
病
棟
が
新
設
予
定
で
す
。

開
院
後
は
地
下
鉄
七
隈
線
福

大
前
駅
の
改
札
口
か
ら
外
に

出
る
こ
と
な
し
に
外
来
受
診

「呼
吸
器
外
科
の
臨
床
と
研
究
ー
将
来
を
見
据
え
て
１
」

講
演
二

　

松
永

　

彰
（臨
床
検
査
医
学
教
授
）

「リ
ポ
蛋
白
と
ア
ポ
蛋
白
質
０」

、
福
岡
大
学
医
学
紀
要
第
三
十
五
巻
優
秀
論
文
賞
授
与
式

　

受
賞
者

　

衛
藤
暢
明

（精
神
医
学
）

　　　　

舌
間
崇
士

（整
形
外
科
）

　　　　

田
中
亮
介

余
汎
紫
病
院
外
科
）

の
先
生
方
や
職
員
の
皆
さ
ん

の
参
画
に
よ
り
メ
デ
ィ
カ
ル
・

サ
イ
エ
ン
ス
を
ヘ
ル
ス

・
サ

イ
エ
ン
ス
ヘ
進
化
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
七
隈
の
地
が
福
岡
大

学
を
中
心
と
す
る

「健
康
づ

く
り
副
都
心
」
へ
と
発
展
す

る
こ
と
を
目
標
に
、
産
学
官

連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
、
地

域
に
明
る
い
展
望
の
あ
る
福

岡
大
学
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
提
供
し
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
創
立
七
十

五
周
年
を
機
に
決
定
し
た
福

岡
大
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

「人

を
つ
く
り
、
時
代
を
拓
く
。」
、

そ
し
て
福
岡
大
学
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ

「辞
、
新
た
に
こ

を
胸
に
、
み
ん
な
で
明
る
い

明
日
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

十
七
時
～
十
八
時
五
十
分

【進
行
】
集
会
幹
事
岩
本
隆
宏

工
、
開
会
の
辞

集
会
幹
事
岩
本
隆
宏

江
、
会
長
挨
拶

医
学
部
長
黒
木
政
秀

ｍ
、
講
演

　

座
長
黒
木
政
秀

講
演
一
岩
崎
昭
憲

　　　

（呼
吸
器
・乳
腺
内
分
泌
・小小
児
外
科
学
教
授
）

座
長
：十西
村
良
二

座
長
：十内
藤
正
俊

座
長
：・前
川
隆
文

に
と
っ
て
は
格
段
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
な
る
も
の
と
期
待

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

一

階
に
は
予
防
医
学
コ
ー
ナ
ー

や
東
洋
医
学
診
療
部
も
拡
充

さ
れ
、
さ
ら
に
は
診
療
棟
横

に
約
三
○
○
席
を
有
す
る
メ

デ
ィ
カ
ル
ホ
ー
ル
と
地
階
に

は
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
と
共
同

で
メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
を
足
が
か
り
に
健

康
・
食
育
・
創
薬

・
医
療
の

連
携
を
ま
ず
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、
本
学
に
し
か
で
き

な
い
試
み
を
広
く
社
会
に
問

い
か
け
ま
し
ょ
う
。
今
後
は

各
学
部
・
大
学
院
研
究
科
・

各
種
セ
ン
タ
ー
・
事
務
局
等

の
部
門
を
越
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
、
帰
属
意
識

向
上
に
必
須
で
あ
る
世
代
を

繋
ぐ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

が
可
能
に
な
り
、
患
者
さ
ん

基
礎
に
し
て
、
多
く
の
学
部

日
時

場
所

第
五
十
九
回
福
岡
大
学
医
学
会
例
会
報
告

平
成
二
十
一年
三
月
四
日
（水
）

医
学
部
臨
床
大
講
堂

Ｖ
、
受
賞
論
文
の
要
旨
講
演

講
演
一
講
演
者
：衛
藤
暢
明

講
演
二

　

講
演
者
：十舌
間
崇
士
奮
理
鎌
田
聡
）

講
演
三

講
演
者
：由
中
亮
介

Ｗ
、
閉
会
の
辞

集
会
幹
事
岩
本
隆
宏

＊
福
岡
大
学
医
学
紀
要
第
三
十
五
巻
優
秀
論
文
賞
の
論
文
名

お
よ
び
受
賞
者
写
真
は
四
面
に
掲
載

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

傷鰯大学幽
腹区署態＝－－ユースズ



平成２１年（２００９年）３月１６日

平成２０年１０月１日付けで昇格された方に
自己紹介をしていただきました。

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

筑
紫
病
院
脳
神
経
外
科

　　　　　　

教
授

　　　　

風
川

　

清

私
は
昭
和
五
十
七
年
に
防

衛
医
大
を
卒
業
し
ま
し
た
。

高
校
、
大
学
、
卒
後
と
約
十

五
年
に
わ
た
っ
て
ラ
グ
ビ
ー

を
続
け
、
体
力
だ
け
が
自
慢

の
体
育
会
系
人
間
で
す
。
卒

後
研
修
は
麻
酔
科
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
麻
酔
標
糖

医
を
取
得
し
た
後
に
、
脳
外

科
の
救
急
医
療
を
自
衛
隊
中

央
病
院
で
研
修
し
、
卒
後
九

年
目
か
ら
は
国
立
循
環
器
病

セ
ン
タ
ー
の
脳
血
管
外
科
に

四
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
微
小
血
管
吻
合
術
や

頭
動
脈
内
膜
剥
離
術
を
習
得

す
る
一
方
で
当
時
最
先
端
の

医
療
技
術
で
あ
っ
た
脳
神
経

血
管
内
治
療
の
臨
床
と
基
礎

研
究
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。

縁
あ
っ
て
福
岡
徳
洲
会
病
院

に
赴
任
し
て
脳
卒
中
を
中
心

と
し
た
救
急
医
療
に
四
年
間

従
事
し
、
そ
の
後
二
年
間
福

岡
大
学
脳
神
経
外
科
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十

二
年
か
ら
は
筑
紫
病
院
で
脳

卒
中
の
外
科
治
療
を
主
体
と

し
た
脳
外
科
診
療
を
行
っ
て

お
り
、
特
に
最
近
は
大
腿
動

脈
か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
頭
蓋

内
血
管
ま
で
誘
導
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
病
変
の
治
療
を
行
う

脳
神
経
血
管
内
治
療
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
脳
神
経
血
管
内
治
療

専
門
医
制
度
の
発
足
当
初
か

ら
指
導
医
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
以
前
は
関
東

や
北
海
道
に
も
招
階
に
よ
り

手
術
指
導
に
赴
い
て
い
ま
し

た
。
部
長
と
な
っ
た
現
在
で

は
、
主
に
九
州
圏
内
の
病
院

に
限
っ
て
出
張
し
こ
の
新
し

い
低
侵
襲
治
療
の
普
及
・
啓

発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

筑
紫
病
院
脳
神
経
外
科
に

は
福
岡
大
学
の
卒
業
生
だ
け

で
な
く
、
大
学
の
垣
根
を
超

え
て
脳
卒
中
の
外
科
治
療
に

興
味
あ
る
人
材
が
多
く
集
ま

っ
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
他

大
学
や
他
病
院
の
医
師
に
対

し
て
も
常
時
手
術
見
学
や
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
放
し
て

お
り
、
近
年
で
は
年
間
五
十

人
前
後
の
先
生
方
が
病
院
を

訪
れ
て
下
さ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
我
々
は
常
に

外
の
風
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

筑
紫
地
区
の
み
な
ら
ず
九
外

全
域
の
脳
卒
中
外
科
治
療
の

メ
ッ
カ
と
な
る
べ
く
研
鍛
を

積
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
臨
床
を
中
心
と
し
た
教
育

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

の
春
か
ら
二
名
の
大
学
院
生

を
抱
え
て
よ
り
基
礎
的
な
研

究
指
導
に
も
力
を
注
い
で
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
か
こ
れ
か

ら
の
筑
紫
病
院
脳
神
経
外
科

に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

筑
紫
病
院
泌
尿
器
科
教
授

　　　　

平
塚

義
治

　

こ
の
度
、
平
成
二
十
年
十

月
一
日
よ
り
、
筑
紫
病
院
泌

尿
器
科
教
授
と
し
て
昇
格
い

た
し
ま
し
た
。
私
は
、
昭
和

四
十
八
年
に
長
崎
大
学
を
卒

業
後
、
直
ち
に
福
大
泌
尿
器

科
に
入
局
、
当
時
は
坂
本
公

孝
教
授
、有
吉
朝
美
助
教
授
、

大
島
一
寛
・
藤
沢
保
仁
両
先

生
の
四
人
体
勢
で
、
そ
の
中

に
研
修
医
と
し
て
入
り
ま
し

た
。
福
大
医
学
部
も
創
設
期

で
あ
り
、
忙
し
か
っ
た
け
ど
、

研
修
医
で
あ
り
な
が
ら
一
人

前
の
医
師
と
し
て
扱
っ
て
も

ら
い
、
医
師
と
し
て
の
心
構

え
、
技
術
を
鍛
え
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、田
川
市
立
病
院
、

飯
塚
病
院
、米
国
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ

留
学
な
ど
を
経
て
、
平
成
八

年
よ
り
筑
紫
病
院
泌
尿
器
科

部
長
と
し
て
赴
任
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

私
が
、
現
在
ま
で
主
に
取

り
組
ん
で
来
た
の
は
、
尿
路

変
向
術
の
研
究
で
す
。
浸
潤

性
勝
腕
癌
に
対
し
て
は
、
勝

腕
全
摘
除
術
が
唯
一
の
治
療

法
で
す
が
、
そ
の
後
行
う
失

禁
型
尿
路
変
向
術
に
は
、
尿

管
皮
膚
痩
術
と
回
腸
導
管
が

あ
り
、
世
界
の
標
準
術
式
は

ス
ト
ー
マ
狭
窄
を
起
こ
さ
ず
、

シ
ン
グ
ル
ス
ト
ー
マ
に
で
き

る
回
腸
導
管
で
す
。
し
か
し

こ
れ
は
腸
を
利
用
す
る
た
め

合
併
症
も
多
く
、
食
事
摂
取

も
遅
れ
侵
襲
も
大
き
い
の
で
、

腸
を
利
用
し
な
い
侵
襲
も
少

な
い
尿
管
皮
膚
痩
術
の
欠
点

克
服
の
研
究
を
行
い
、
完
成

さ
せ
る
こ
と
に
成
功
、
八
十

歳
後
半
の
人
に
も
次
の
日
に

は
飲
水
、
食
事
が
可
能
で
す

の
で
安
心
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
現
在
ま
で
の
、
尿
管

皮
膚
痩
術
や
勝
腕
全
摘
除
術

の
症
例
経
験
数
は
本
邦
で
も

一
１
二
位
を
占
め
る
位
置
に

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

世
界
で
の
標
準
術
式
は
回
腸

導
管
で
あ
り
、
今
後
こ
の
方

法
を
日
本
や
世
界
に
広
め
、

少
し
で
も
患
者
さ
ん
の
負
担

が
少
な
い
術
式
と
す
る
の
が

私
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
大
の
学
生
さ
ん

や
泌
尿
器
科
教
室
の
若
い
学

徒
と
と
も
に
切
瑳
琢
磨
し
て
、

人
と
し
て
医
師
と
し
て
の
使

命
を
果
し
な
が
ら
、
そ
の
魅

力
を
共
に
分
か
ち
合
っ
て
行

く
過
程
で
若
い
人
が
成
長
す

る
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と
思

い
努
力
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
捷
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

病
理
学
准
教
授

　　　　　

久
野

　

敏

岩
崎
宏
主
任
教
授
の
ご
推

挙
に
よ
り
平
成
二
十
年
十
月

一
日
付
け
で
病
理
学
講
座
准

教
授
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

私
は
昭
和
五
十
三
年
日
本
大

学
医
学
部
を
卒
業
後
、
九
州

大
学
医
学
部
小
児
科
に
入
局

し
ま
し
た
。
平
成
五
年
三
月

ま
で
九
州
大
学
に
い
ま
し
た
。

小
児
腎
臓
病
学
を
専
門
と
し

て
教
育
、
診
療
、
研
究
し
て

い
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
腎

生
検
病
理
組
織
学
を
専
門
と

し
て
主
に
蛍
光
抗
体
法
お
よ

び
電
顕
で
詳
細
に
形
態
学
を

学
び
ま
し
た
。
平
成
五
年
四

月
か
ら
平
成
九
年
十
二
月
ま

で
新
日
本
製
鋤
八
幡
製
鉄
所

病
院
小
児
科

（現
在
、
八
幡

記
念
病
院
）
に
勤
務
し
て
い

ま
し
た
が
、
腎
病
理
学
を
生

涯
の
仕
事
と
し
て
従
事
し
た

い
気
持
ち
で
、
福
岡
大
学
医

学
部
第
二
病
理
学

（竹
林
茂

夫
主
任
教
授
）
に
平
成
十
年

一
月
に
入
局
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
病
理
学
教
室
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。
竹
林
前
教

授
に
は
腎
生
検
病
理
学
の
見

方
を
基
礎
か
ら
学
び
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
四
月
に
旧
第
一

病
理
学
と
旧
第
二
病
理
学
が

統
合
し
、
福
岡
大
学
医
学
部

病
理
学
講
座
と
し
て
新
し
く

発
足
し
ま
し
た
。
統
合
後
は

岩
崎
宏
主
任
教
授
の
も
と
で

病
理
専
門
医
と
し
て
必
要
な

病
理
学
の
基
本
と
専
門
知
識

を
学
び
、
病
理
学
の
真
髄
を

ご
教
授
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

私
の
専
門
分
野
は
腎
病
理

学
で
す
。
学
生
教
育
で
は
糸

球
体
腎
炎
、
尿
細
管
間
質
性

腎
炎
、
腎
不
全
の
病
理
形
態

学
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
病
理
学
講
座
と
し
て
の
教

育
の
み
な
ら
ず
、
腎
臓
・
勝

原
病
内
科
、
泌
尿
器
科
と
連

携
し
て
学
生
教
育
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。
診
療
は
あ
ら
ゆ

る
分
野
の
病
理
診
断
と
腎
生

検
病
理
診
断
が
毎
日
の
仕
事

で
す
。
腎
生
検
検
体
は
院
内

（腎
・
勝
原
病
内
科
、
小
児

科
、
泌
尿
器
科
）
お
よ
び
院

外
か
ら
年
間
、
約
六
五
〇
検

体
の
腎
生
検
標
本
が
き
ま
す
。

現
在
、
腎
生
検
の
検
体
総
数

は
一
九
、三
〇
〇
検
体
で
、

こ
の
数
は
日
本
で
は
一
番
多

く
、世
界
の
施
設
で
も
五
本

指
の
中
に
は
い
る
検
体
数
を

ほ
こ
っ
て
い
ま
す
。
腎
臓

・

勝
原
病
内
科
の
腎
生
検
症
例

は
、

一
～
二
ヶ
月
に

一
回
行

わ
れ
る
腎
生
検
症
例
検
討
会

で
、
臨
床
の
先
生
方
と
症
例

に
関
す
る
意
見
交
換
を
し
て

い
ま
す
。
小
児
科
の
症
例
は

福
岡
県
単
位
で
腎
生
検
症
例

検
討
会
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
気
持

ち
を
新
た
に
、
今
ま
で
以
上

に
学
生
教
育
、
診
断
、
研
究

に
携
わ
り
、
ま
た
、
後
輩
の

育
成
に
努
力
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お

腫
蕩
・感
染
症
・内
分
泌

　　

内
科
学
准
教
授

　　　　

高
松

　

泰

　

一
九
八
七
年
に
九
州
大
学

医
学
部
を
卒
業
し
、
九
州
大

学
病
院
お
よ
び
県
立
宮
崎
病

院
で
臨
床
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
に
九
州
大
学
第

一
内
科
で
血
液
腫
蕩
学
を
学

び
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
臨

床
と
基
礎
研
究
を
行
い
ま
し

た
。
一
九
九
三
年
か
ら
再
び

県
立
宮
崎
病
院
で
血
液
腫
蕩

内
科
の
診
療
に
従
事
し
た
後
、

一
九
九
六
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ア
デ
レ
ー
ド
大
学
ハ

ン
ソ
ン
癌
研
究
所
に
リ
サ
ー

チ
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
留
学
し

　

第
三
十
五
回
福
岡
大
学

医
学
部
解
剖
体
慰
霊
祭
は
、

ご
遺
族
並
び
に
ご
来
賓
の

方
々
、
本
学
教
職
員
と
学

生
約
四
百
名
が
参
列
し
、

平
成
二
十
年
十
月
十
八
日

（土
）午
後
二
時
か
ら
福
岡

斎
場
に
お
い
て
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
詑
ら
れ
た
霊
位
は
、

学
生
の
医
学
教
育
の
目
的

で
、
系
統
解
剖
の
た
め
に

献
体
さ
れ
た
四
十
一
柱
、

病
院
で
死
去
さ
れ
て
病
因

究
明
の
た
め
に
病
理
解
剖

を
御
承
諾
頂
い
た
三
十
三

柱
、
合
わ
せ
て
七
十
四
柱

で
し
た
。

　

献
灯
献
花
の
後
、
厳
粛

な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て

慰
霊
祭
は
進
行
し
、
黒
木

政
秀
医
学
部
長
は
祭
詞
の

中
で
、
医
学
の
発
展
の
た

ま
し
た
。
移
植
す
る
造
血
幹

細
胞
を
骨
髄
か
ら
で
は
な
く

末
梢
血
か
ら
効
率
よ
く
採
取

す
る
方
法
を
確
立
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
造
血
幹
細
胞
が

骨
髄
に
保
持
さ
れ
て
い
る
し

く
み
や
、
末
梢
血
へ
流
出
す

る
機
序
を
解
明
し
、
充
実
し

た
三
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
県
立
宮
崎
病
院
で

お
世
話
に
な
っ
た
田
村
和
夫

先
生
が
福
岡
大
学
内
科
学
第

一
の
教
授
に
就
任
さ
れ
、
新

し
い
教
室
作
り
に
協
力
す
べ

く
一
九
九
九
年
に
帰
国
し
、

以
後
福
岡
大
学
で
診
療
・
教

育
・
研
究
に
従
事
し
て
い
ま

す
。

　

福
岡
大
学
で
の
勤
務
を
始

め
て
十
年
近
く
経
ち
ま
す
が
、

そ
の
間
に
医
療
環
境
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
最
初
の

医
局
名
は

「内
科
学
第
こ

め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

解
剖
に
ご
献
体
頂
い
た
霊
位

と
そ
の
ご
遺
族
、
さ
ら
に
、

ご
協
力
を
頂
い
た
各
種
関
係

機
関
に
敬
意
と
謝
意
を
表
さ

れ
る
と
と
も
に

『私
ど
も
は
、

勉
学
、研
究
に
励
み
、
人

類
の
幸
福
と
福
祉
に
貢
献

で
き
ま
す
よ
う
努
力
す
る

こ
と
を
お
誓
い
致
し
ま
す
』

と
新
た
な
誓
い
を
披
漉
さ

れ
ま
し
た
。
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日
々
花
を
供

え
、
香
を
た

い
て
七
十
四

柱
の
科
学
に

対
す
る
貴
き

ご
献
身
を
偲

び
、
敬
意
と

感
謝
の
念
を

表
し
て
い
ま

す
が
、
本
日
、

こ
こ
に

一
堂

に
会
し
、
皆

様
方
の
崇
高

な
御
遺
志
を

今
一
度
思
い

起
こ
し
て
、

今
後
益
々
、

　　
　

ー
１」
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戸デーー Ｌ

で
血
液
・
腫
癌
＋
感
染
症
十

内
分
泌
・
糖
尿
病
十
消
化
器

疾
患
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
消
化
器
内
科
が
独

立
し
て
「血
液
糖
尿
病
科
」

と
な
り
、
そ
の
後

「腫
癌
・

感
染
症
・
内
分
泌
内
科
」
に

名
称
変
更
さ
れ
、
来
年
度
か

ら
は
内
分
‐泌
・
糖
尿
病
内
科

と
も
医
局
が
分
か
れ

「腫
癌
・

血
液
・
感
染
症
内
科
」
と
な

り
ま
す
。
診
療
内
容
も
、
以

前
は
血
液
疾
患
が
主
体
で
造

血
幹
細
胞
移
植
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

十
九
年
四
月
に

「が
ん
対
策

基
本
法
」
が
施
行
、
平
成
二

十
年
二
月
に
福
岡
大
学
は

「地

域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病

院
」
に
認
定
さ
れ
、
福
岡
大

学
病
院
の
外
来
・
病
棟
で
行

わ
れ
る
が
ん
薬
物
療
法
の
質

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
診
療

科
と
し
て
の
大
き
な
役
割
と

な
っ
た
た
め
、
様
々
な
固
形

腫
癌
の
化
学
療
法
や
緩
和
医

療
に
携
わ
る
こ
と
が
増
え
て

き
ま
し
た
。
日
本
人
の
死
因

で
最
も
多
い
が
ん
の
対
策
の

た
め
、良
質
な
抗
が
ん
治
療
、

緩
和
医
療
が
実
践
で
き
る
専

門
医
の
育
成
、
治
療
成
績
を

向
上
す
る
た
め
の
臨
床
研
究

を
推
進
し
、
が
ん
診
療
の
質

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
若
い
医
局
員
と
一
緒
に
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
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理
学
講
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昨
年
十
月
に
生
理
学
教
室
、

講
師
に
就
任
し
ま
し
た
森
で

す
。
福
岡
大
学
に
初
め
て
来

た
と
き
の
印
象
は
、
緑
豊
か

な
山
を
背
後
に
持
つ
、
静
か

な
良
い
環
境
に
囲
ま
れ
て
い

る
と
思
い
ま
し
た
。
着
任
後
、

一
年
余
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、

九
州
・
福
岡
は
初
め
て
生
活

す
る
場
所
で
も
あ
り
、
今
で

も
様
々
な
事
が
新
鮮
で
、
毎

日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
に
来
る
前
は
、
岡

崎
国
立
共
同
研
究
機
構
生
理

学
研
究
所
に
て
学
位
取
得
後
、

同
研
究
所
の
助
手
を
経
て
、

米
国
の
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン

ス
大
学
に
六
年
ほ
ど
勤
務
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
、
岡

崎
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の

間
、
お
お
よ
そ
、
イ
オ
ン
チ

ャ
ネ
ル
と
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ

ム
動
体
仲
介
分
子
と
の
関
連

性
と
い
っ
た
生
理
学
の
基
礎

的
研
究
に
従
事
し
て
参
り
ま

し
た
。
こ
の
為
、
福
岡
大
学

の
中
で
自
分
の
能
力
を
ど
の

よ
う
に
発
揮
で
き
る
の
か
、

当
初
か
な
り
の
緊
張
感
が
あ

り
ま
し
た
。
今
で
も
教
育
に

関
し
て
、
ど
の
よ
う
に
展
開

し
て
進
め
て
行
け
ば
よ
い
の

か
、
難
し
く
感
じ
る
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
特
に
、
自

分
が
生
理
学
を
研
究
し
て
い

る
内
容
と
教
育
内
容
の
隔
た

り
が
大
き
い
た
め
、
生
理
学

や
研
究
の
面
白
さ
を
学
生
に

き
ち
ん
と
説
明
で
き
て
い
な

い
よ
う
に
消
化
不
良
を
感
じ

る
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。

生
理
学
が
カ
バ
ー
す
る
領

域
は
医
学
の
み
な
ら
ず
生
命

科
学
全
般
に
も
関
連
す
る
た

め
、
広
く
深
遠
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
や
り
が
い
の

あ
る
非
常
に
面
白
い
学
問
で

あ
る
と
、
つ
く
づ
く
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
生
理

学
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
授
業
、

実
習
な
ど
を
通
し
て
学
生
に

伝
え
、
少
し
ず
つ
大
き
く
広

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。
病
院
、
大
学
関
係
者

皆
様
と
の
よ
り
密
な
連
携
や

協
力
な
し
に
は
良
い
教
育
、

良
い
研
究
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
皆
様
か
ら
の

ご
指
導
、
ご
鞭
捷
の
ほ
ど
賜

り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
児
科
学
講
師

　　　　

安
元

佐
和

　

私
は
一
九
八
四
年
に
福
岡

大
学
医
学
部
を
卒
業
後
、
母

校
の
小
児
科
に
入
局
し
ま
し

た
。

　

小
田
禎
一
教
授
、
満
留
昭

久
教
授
、
現
在
の
鹿
瀬
伸
一

教
授
の
ご
指
導
の
も
と
、
臨

床
小
児
神
経
学
を
専
門
と
し

て
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と

そ
の
家
族
に
出
会
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

研
究
分
野
で
は
、
新
生
児

の
電
気
生
理
学
の
分
野
で
学

位
を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
末
梢
神
経
伝
導
検

査
の
な
か
で
、厨
宿
羅
巻
ｏ
ｂ
器

で
あ
る
Ｆ
波
、
Ｈ
波
に
つ
い

て
、
新
生
児
の
正
常
値
、
未

熟
児
と
成
熟
児
の
発
達
の
相

違
に
つ
い
て
の
研
究
が
主
体

で
す
。
臨
床
に
お
い
て
は
、

小
児
の
て
ん
か
ん
の
脳
波
を

中
心
と
し
た
診
断
学
と
治
療
、

発
達
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た

ち
の
診
断
と
家
族
へ
の
支
援
、

医
療
と
教
育
、
福
祉
と
の
連

携
に
微
力
を
注
い
で
お
り
ま

す
。
教
育
分
野
で
は
、
後
輩

で
あ
る
福
岡
大
学
医
学
部
の

学
生
教
育
、
若
い
小
児
科
医

の
育
成
に
役
に
立
て
れ
ば
と

努
力
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

で
、
小
さ
な
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
に
一
〇
〇
本
ほ
ど
を
育
て

て
い
ま
す
。
五
月
の
ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
の
藷
彼
た
ち
を
想

像
し
な
が
ら
、
冬
の
休
み
の

日
も
庭
に
出
て
気
分
転
換
を

し
て
い
ま
す
。
美
術
館
め
ぐ

り
や
音
楽
会
に
も
時
々
出
か

け
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
度
の
医
療
技

術
の
提
供
と
共
に
、
医
療
の

ア
ー
ト
の
部
分
を
失
わ
ず
患

者
さ
ん
を
診
る
こ
と
を
、
福

岡
大
学
病
院
の
小
児
医
療
の

中
で
実
践
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
徒
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

消
化
器
内
科
講
師

　　　　

釈
迦
堂

　

敏

　

昭
和
六
十
年

（
一
九
八
五

年
）
久
留
米
大
学
医
学
部
を

卒
業
し
、
久
留
米
大
学
第
二

内
科

（現
消
化
器
内
科
学
講

座
）
に
入
局
致
し
ま
し
た
。

当
時
の
谷
川
久
一
教
授
の
ご

指
導
の
基
に
肝
類
洞
内
皮
細

胞
の
超
微
形
態
の
研
究
を
行

い
、
平
成
元
年

（
一
九
八
九

年
）
久
留
米
大
学
大
学
院
を

卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、

肝
類
洞
微
小
循
環
か
ら
み
た

肝
疾
患
の
研
究
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
臨
床
面
で
は
、
久

留
米
大
学
救
命
セ
ン
タ
ー
・

社
会
保
険
田
川
病
院
、
国
立

病
院
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
で

勤
務
し
て
お
り
ま
し
た
。
臨

床
に
戻
っ
て
か
ら
は
、
消
化

器
疾
患
の
な
か
で
も
、
ウ
イ

ル
ス
性
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
治
療
や
肝
癌
の
局
所

治
療
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
二
〇
〇
〇
年
当
時
、

社
会
保
険
田
川
病
院
に
勤
務

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

頃
は
肝
癌
の
局
所
治
療
は
エ

タ
ノ
ー
ル
注
入
療
法
が
主
で

し
た
。
し
か
し
、
久
留
米
大

学
で
も
ま
だ
導
入
し
て
い
な

か
っ
た
、
経
皮
的
マ
イ
ク
ロ

ウ
エ
ー
ブ
凝
固
療
法
を
田
川

病
院
に
導
入
し
ま
し
た
。
二

０
０
０
年
に
は
、
同
じ
く
田

川
病
院
で
肝
癌
の
ラ
ジ
オ
波

焼
灼
療
法
も
導
入
い
た
し
ま

し
た
。
肝
癌
の
ラ
ジ
オ
波
焼

灼
療
法
は
現
在
の
主
流
で
す

が
、
当
時
は
、
九
州
大
学
も

福
岡
大
学
も
ま
だ
導
入
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
田
川
の

片
田
舎
で
も
、
主
治
医
が
様
々

な
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
最

新
の
治
療
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
久
留

米
大
学
を
退
局
し
、
あ
る
病

院
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、

訳
あ
っ
て
一
年
で
退
職
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、
行
き
場
の

な
い
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の

が
福
岡
大
学
消
化
器
内
科
の

向
坂
彰
太
郎
教
授
で
あ
り
ま

し
た
。
向
坂
教
授
は
久
留
米

大
学
時
代
の
私
の
恩
師
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
縁

か
ら
平
成
十
七
年

（二
〇
〇

五
）
四
月
よ
り
福
岡
大
学
で

勤
務
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
の
専
門
領
域
は
肝
疾
患

で
す
が
、
肝
臓
内
科
医
の
前

に
、
消
化
器
内
科
医
で
す
の

で
、
当
然
、
消
化
管
疾
患
に

消
化
器
外
科
講
師

も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
化
器
内
科
医
で
あ

る
前
に
内
科
医
で
あ
り
ま
す

の
で
、
一
般
内
科
医
と
し
て

の
最
新
の
知
識
は
常
に
身
に

つ
け
る
よ
う
に
努
力
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
に

福
岡
市
内
で
は
、
医
師
会
や

製
薬
メ
ー
カ
ー
主
催
の
勉
強

会
が
週
に
五
～
六
回
は
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
高
血

圧
や
糖
尿
病
、
呼
吸
器
疾
患

な
ど
の
学
会
に
は
所
属
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
最
新
の
疾

患
概
念
、
治
療
法
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
な
ど
は
、
こ
の
よ
う

な
研
究
会
に
参
加
す
る
こ
と

で
得
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

大
学
病
院
は
専
門
領
域
が
細

分
化
さ
れ
て
お
り
、
若
い
医

師
は
専
門
領
域
の
知
識
や
技

術
の
習
得
に
強
く
惹
か
れ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
見
え

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も

重
要
な
こ
と
で
す
が
、
私
は
、

福
岡
大
学
の
学
生
や
若
い
医

師
達
に
専
門
領
域
以
外
に
も

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
こ
と
伝
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
な
ま
い
き

な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
捷
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

も

　

が^

　
　
　

　　

　

　

や
ノ
メメ
′

を
”
ノ／

　

７ｒ

　　

　

　

　

　

　

　　　

　
　

　

　

星
野
誠
一郎

，，〆
÷〆

　

私
は
平
成
三
年
宮
崎
医
科

大
学
を
卒
業
後
、
す
ぐ
に
民

間
の
病
院
に
就
職
し
ま
し
た
。

最
初
の
二
年
間
は
当
時
ま
れ

な
方
で
し
た
が
三
日
に
一
回

の
当
直
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
行
わ
れ
て
い
る
臨
床
研
修

制
度
の
数
倍
忙
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
現
時
点
で
振
り

返
る
と
そ
の
時
の
経
験
が
現

在
の
私
の
糧
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
手
術
、
検
査

づ
け
の
臨
床
中
心
の
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
十

二
年
四
月
あ
る
方
の
紹
介
で

旧
第
二
外
科

（白
日
教
授
）

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
大
学

医
局
に
所
属
し
た
こ
と
が
な

い
私
に
と
っ
て
右
も
左
も
わ

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山

下
先
生

（現
消
化
器
外
科
教

授
）
を
は
じ
め
前
川
先
生

　

余
汎

紫
病
院
外
科
教
授
）
ら
に
良

く
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
平

成
十
八
年
に
は

「固
守
３
の

　
　

　

　
　
　

　

　　
　
　
　　
　

　

　
　
　

守
の
ｂ
Ａ
Ｂ
Ｅ
済
口
巴
８
口
０一
一
三
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

Ｄ
こ
０
「Ｏ
Ｆ
「Ｐ
Ｒ
ー
ーｂ
ｏ
ｏ
－ｏ
「ｇ
げ巴

Ｏ
自
浄
「
ャ
誓
お
三
の」
で
学
位

を
取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
大
腸
癌
治
療
の

チ
ー
フ
の
立
場
で
手
術
、
化

学
療
法
の
臨
床
お
よ
び
研
究

を
中
心
に
診
療
に
あ
た
ら
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
内
視
鏡
治
療
も
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の

一

　

つ
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
治
療
全
般
の
中
で

正
確
安
全
に
行
う
と
い
う
こ

と
は
当
た
り
前
で
す
が
、
手

技
の
迅
速
性
の
追
求
も
一

　

つ

の
関
心
事
で
あ
り
ま
す
。
一

つ
一

　

つ
の
器
具
の
工
夫
、
手

技
の
方
法
を
朝
に
夕
に
試
行

錯
誤
し
て
い
ま
す
。
私
が
実

践
す
る
の
も
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
後
進
に
ど
の
よ
う

に
教
育
す
る
か
、
ど
う
す
れ

ば
効
率
よ
く
納
得
実
演
し
て

く
れ
る
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

外
科
系
教
室
に
入
局
す
る
医

者
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
昨

今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
手
術

治
療
件
数
の
ニ
ー
ズ
は
ま
だ

ま
だ
少
な
く
な
る
と
は
考
え

ら
れ
ず
、
魅
力
あ
る
外
科
医
、

消
化
器
外
科
医
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
精
進
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
た
ち
福
岡
大
学
筑
紫

病
院
脳
神
経
外
科
は
、
昭

和
六
十
年
七
月
の
当
地
に

お
け
る
病
院
開
設
当
初
か

ら
そ
の
中
核
診
療
科
の
一

つ
と
し
て
、
広
く
脳
神
経

外
科
領
域
全
般
の
診
療
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在

は
田
中
彰
教
授
、
風
川
清

教
授
を
中
心
と
し
、
特
に

脳
血
管
障
害
の
外
科
治
療
、

脳
神
経
外
科
疾
患
の
血
管

内
治
療
に
力
を
注
ぎ
、
来

る
べ
き
高
齢
化
社
会
の
時

代
の
要
求
に
応
え
る
べ
く

研
鍛
を
重
ね
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
四
月
、
私

た
ち
は
脳
動
脈
層
の
治
療

を
、
開
頭
せ
ず
に
太
も
も

の
付
け
根
の
大
腿
動
脈
か

ら
挿
入
し
た
マ
イ
ク
ロ
力

テ
ー
テ
ル
を
通
し
て
、
プ

ラ
チ
ナ
製
の
柔
軟
な
コ
イ

ル
を
充
填
し
動
脈
層
内
の

血
流
を
途
絶
さ
せ
る
血
管

内
治
療
を
第
一
選
択
と
し
ま

し
た
。
以
後
、
こ
れ
ま
で
に

九
〇
〇
例
を
越
え
る
症
例
を

経
験
し
、
優
れ
た
治
療
成
績

を
収
め
て
い
ま
す
。
同
様
に

頚
部
頚
動
脈
狭
窄
症
に
対
し

て
も
、
バ
ル
ー
ン
で
狭
窄
部

を
拡
げ
た
後
に
ス
テ
ン
ト
を

留
置
す
る
、
血
管
内
治
療
を

こ
れ
ま
で
に
四
〇
〇
例
以
上

経
験
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
間
、
脳
神
経
外
科
手
術
は

総
数
で
三
七
八
件
で
し
た
。

そ
の
う
ち
上
記
の
血
管
内
治

療
が
全
体
の
四
割
近
く
を
占

め
て
い
ま
す
。

筑
紫
病
院
脳
神
経
外
科
は
、

脳
卒
中
に
お
け
る
先
進
的
な

治
療
を
社
会
に
提
供
す
る
た

め
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
近
隣
地
域
の

数
多
く
の
病
院
、
診
療
所
と

連
携
し
て
定
期
的
に
勉
強
会

や
講
演
会
に
よ
る
交
流
を
深

め
て
急
性
期
か
ら
慢
性
期
ま

で
患
者
様
が
適
宜
、
最
適
な

治
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
当

院
は
日
本
脳
神
経
外
科
学

会
、
日
本
脳
卒
中
学
会
の
認

定
研
修
施
設
で
あ
る
こ
と
に

加
え
、
数
少
な
い
日
本
脳
神

経
血
管
内
治
療
学
会
の
研
修

施
設
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
他
大
学
や
他
病
院

の
医
師
、
医
療
従
事
者
に
対

し
て
手
術
見
学
や
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
へ
の
参
加
を
常
時
開

放
し
て
、
最
新
の
技
術
や
知

識
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
福
岡
大
学
筑
紫
病
院

脳
神
経
外
科
に
は
他
院
へ
の

出
向
中
の
医
師
を
除
い
て
十

一
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
い
ま
す

が
、
う
ち
八
名
が
脳
神
経
外

科
専
門
医
、
四
名
が
脳
神
経

血
管
内
治
療
学
会
の
指
導
医

な
い
し
専
門
医
、
五
名
が
脳

卒
中
専
門
医
を
取
得
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
治
療
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
卒
後
研

修
で
は
、
医
局
員
全
員
が

脳
神
経
外
科
学
会
、
脳
卒

中
学
会
、
脳
神
経
血
管
内

治
療
学
会
の
専
門
医
の
取

得
を
目
標
と
し
、
ど
の
大

学
の
脳
神
経
外
科
医
局
よ

り
も
早
期
か
ら
多
く
の
術

者
を
経
験
で
き
る
よ
う
に

万
全
の
体
制
で
教
育
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
脳
血
管

障
害
の
新
し
い
手
術
手
技

の
開
発
や
周
術
期
の
管
理

法
の
確
立
を
目
指
し
た
研

究
を
行
い
、
産
学
共
同
で

新
し
い
脳
神
経
血
管
内
治

療
の
器
具
の
開
発
研
究
も

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
私
た
ち
は
、
筑
紫
地

区
の
地
域
医
療
の
み
な
ら

ず
、
九
州
の
脳
卒
中
医
療

の
中
核
を
担
え
る
よ
う
に

研
鍛
、
精
進
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
か
筑
紫

病
院
脳
神
経
外
科
を
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

筑
紫
病
院
脳
神
経
外
科
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暢明（精神医学）
福岡大学病院救命救急センターに搬送された自殺企図者の実態
－平成１４年度～平成１７年度の調査－

舌間

　

崇士（整形外科）
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優秀論文賞受賞者を囲んで
（左から

　

黒木教授、西村教授、衛藤先生、田中先生、前川教授、岩本教授）

科
戦

外

　

脱

院
蝕

病
副
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１山
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鳩
せ

福岡大学医学部、病院および筑紫病院の研究活動を促進すること

　

，１と

　　

研

祇

こる

　　　　　　　　

しさ

対象とする論文は、福岡大学医学部、病院および筑紫病院の研究 ：

活動にて作成され、 平成２０年１月から平成２０年１２月に発表された ：

ものとする。
論文の筆頭著者は本学会会員で、 論文発表時に年齢が４０歳未満

１． 賞の目的

る
｝すと

象

的［日を

対

　　　

　　　

　
　
　

取

　

の

　

に

聴

員

１を

　　　　

、４）投票の結果により、金賞１名以内銀賞２名以内を決定し、 医学

部長が受賞者の表彰を行う。

し、 評議員の１票は聴衆の５票に該当する。
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ｉ
医学部各教室、病院および筑紫病院各部門からの推薦論文を２編 ：

内 （１人１編） を目安としてとりまとめ提出する。（別刷各３部

福岡大学医学紀要に掲載されたものは除く。

　
　　

　　　　

以

　

を

　

心
提 福岡大学医学会担当

　

大山

（福岡大学医学部内

　

ＴＥＬ８０１－ｌｏｌｌ

　

内線３０２３）

年６月８日（月）
ネ

（
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定

　

さ

　

例

演

　

　
　
　
　

　

　　

方

応

催

選

学

各

応
提

　

議
Ｄ

　

の

　

め

　
　

　　

　
　

　　　　　

　　　

学会例会の席で各１５分間の講演を行う。

催予定の評議員会において３編以内を選出する。

鑓醗 璽 鞄謬 平成２１年４月ょり新設講座ぉょぴ講座名が変ゎります。
医学科臨床講座名 診療科名

腫癌・血液・感染症内科学 腫癌・血液・感染症内科

内分泌・糖尿病内科学（新設） 内分泌・糖尿病内科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

れた論文別刷を医学会評議員に回覧して、７～８月に開開

　　

医

　

，
但

　　

学

欣

　

煙

　

。

医

８

　　

酋

　　

お

　　

し

　　

ん５） 審査の結果は、 福岡大学医学会ニュースにて公示する。

こ、評議員および聴衆が投票を行う。但

れた論文の著者は、９～１０月に開催される福岡大学医

ｃａｎｃｅｒｃｏｎ［ｌｐｌｉｃａｔｉｎｇＣｒｏｈｎ’ｓｄｉｓｅａｓｅｉｎＪａｐａｎｅｓｅ

相川

　　

博 （筑紫病院脳神経外科助教）
ＲｅｂｌｅｅｄｉｎｇＡ賞ｅｒＥｎｄｏｖａｓｃｕｌａｒＥｍｂｏｌｉｚａｔｉｏｎｏｆＲｕ 山ｒｅｄＣｅｒｅｂｒａｌ！ｍｅｕ１γｓｍｓ

ｌｎｖｉｔｒｏｓ班ｌｅｒｇｉｓｔｉｃｅ佳ｅｃｔｓｏｆｄｏｕｂｌｅｃｏｍｂｉｎａｔｉｏｎｓｏｆ／ターｌａｃｌ始ｍｓａｎｄａｚｉｔｈｒｏｌｍｙｃｉｎａｇａｉｎｓｔ

ｃｌｉｎｉｃａｌｉｓｏｌａｔｅｓｏｆ～ｅｚｓｓｅｒね８ひれｏｒｒ力ｏｍｅ

小
児
科
学

福 岡 大 学 医 学 会 ニ

　

ュ

　

ー

　

ス

　

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
第

四
代
麿
瀬
伸
一
教
授
の
も
と

に
新
し
い
福
岡
大
学
小
児
科

学
教
室
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
診
療
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
研
究
、
教
育
に
お
い
て
も

医
局
員
全
員
が
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
診
療

年
間
外
来
患
者
数
は
約
一

七
、０
０
０
名
で
、
そ
の
う
ち

新
患
数
は
約
一
、三
〇
０
名
で

す
。
主
に
各
専
門
領
域
の
疾

患
患
者
が
受
診
し
て
い
ま
す

が
、
最
近
で
は
発
達
障
害
の

患
者
さ
ん
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
小
児
期
か
ら
診

療
し
て
い
る
十
八
歳
以
上
の

慢
性
疾
患
の
患
者
さ
ん
も
多

く
受
診
し
て
い
ま
す
。

年
間
入
院
患
者
は
年
々
増

　　　　　　　　　　　

季
節
の
行
事
に
は
医
師
・
看
護

　　　　　　　　　　

師
も
参
加
し
、
意
外
な
人
が
意

科

学

　　

外
薯
巻
と

考

　

■
．
′

　　　　　　　　　　

ま
す
。

　　　　　　　　　　　

平
成
十
年
に
国
お
よ
び
県
よ

　　　　　　　　　　

り
、
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ

　　　　　　　　　　　

ン
タ
ー
の
指
定
を
福
岡
市
内
で

加
し
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度

初
め
て
受
け
、
周
産
期
医
療
の

は
一
、○
○
五
名
で
、
平
成
二
十

中
心
的
医
療
施
設
と
し
て
機
能

年
度
は
二
月
一
日
現
在
で
九
〇

し
て
い
ま
す
。
周
産
期
の
治
療

０
名
を
越
え
て
お
り
、
前
年
度

　

だ
け
で
な
く
、
退
院
後
も
母
子

を
上
回
る
の
は
確
実
で
す
。

　　

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
っ
て

病
棟
は
構
造
上
の
問
題
、設
備

　

い
ま
す
。

の
多
少
の
老
朽
化
は
否
め
な
い

　　

福
岡
大
学
小
児
科
は
専
門
的

も
の
の
、
入
院
し
た
親
子
が
よ

　

か
っ
高
度
医
療
を
必
要
と
す
る

り
良
い
入
院
生
活
を
送
れ
る
よ

患
者
の
み
な
ら
ず
、
小
児
救
急

う
ソ
フ
ト
面
で
カ
バ
ー
し
て
い

　

医
療
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
て

ま
す
。
ま
た
、
長
期
入
院
の
子

　

い
る
現
在
、
福
岡
市
急
患
診
療

ど
も
た
ち
の
た
め
に
院
内
学
級

　

セ
ン
タ
ー
の
二
次
病
床
と
し
て

が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も

　

の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
要
請

の
体
調
に
合
わ
せ
た
教
育
を
行

　

に
積
極
的
に
対
応
し
て
お
り
ま

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
福
岡

　

す
。
福
岡
市
立
こ
ど
も
病
院
の

大
学
小
児
科
で
は
開
設
時
よ
り

　

人
工
島
移
転
も
計
画
さ
れ
て
お

保
育
士
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、

　

り
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

子
ど
も
た
ち
の
日
常
生
活
の
援

　

小
児
疾
患
の
紹
介
患
者
の
増
加

助
・
遊
び
の
提
供
・
季
節
の
行

　

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

事
を
行
う
こ
と
で
社
会
性
を
養

い
、
入
院
生
活
を
楽
し
く
潤
い

　

■
研
究
・
学
会

の
あ
る
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　　

研
究
面
で
は
病
態
細
胞
生
物

学
、
小
児
神
経
、
腎
臓
、
血
液
・

腫
癌
、
感
染
症
、
循
環
器
、
ア

レ
ル
ギ
ー
、
内
分
泌
・
代
謝
、

発
達
心
理
、
新
生
児
の
各
専
門

グ
ル
ー
プ
が
常
に
最
新
医
学
の

研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

目
的
は

「病
め
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
」
と
皆
強
く
信
じ
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
国
際
学
会
に

も
積
極
的
に
演
題
発
表
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
四
年

間
、
福
岡
大
学
小
児
科
が
事
務

局
で
日
本
小
児
科
学
会
福
岡
地

方
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
教
育

臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必

修
科
目
と
し
て
、
二
年
次
研
修

医
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
二
十
一
年
度
か

ら
は
、
小
児
科
に
重
点
を
置
い

た
コ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
将
来
小
児
医
療
に
貢
献

で
き
る
臨
床
医
を
育
て
る
た
め

の
も
の
で
、
二
年
次
の
選
択
科

目
を
す
べ
て
小
児
医
療
に
あ
て

ら
れ
、
最
大
八
か
月
小
児
医
療

の
研
修
が
可
能
で
す
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｌ
で
は
、
自
主
性
を
尊

重
し
、
可
能
な
限
り
子
ど
も
た

ち
と
接
す
る
時
間
を
と
り
、
ま

さ
に
房
Ｑ
塾
島
の
学
習
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「学
生
に

よ
る
ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
」
と
い

う
新
し
い
試
み
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
学
生
が
小
児
科
Ｂ
Ｓ

Ｌ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
学
生
同

士
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る

も
の
で
、
自
分
自
身
で
考
え
、

判
断
で
き
る
能
力
を
養
う
の
に

有
用
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

福
岡
大
学
小
児
科
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
年
一
回
行
っ
て
い
ま

す
。
福
大
関
連
病
院
の
医
師
、

看
護
師
が
一
同
に
会
し
、
テ
ー

マ
を
決
め
、
全
員
で
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
平
成
二
十

年
は

「よ
り
良
い
支
援
者
に
な

る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
一
〇

〇
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
熱
い

討
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
少
な
い
子
ど
も
を
よ

り
大
切
に
育
て
た
い
と
い
う
傾

向
が
強
ま
り
、
小
児
科
医
の
需

要
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
専
門
的
な
知
識
や
高

度
な
医
療
技
術
を
持
ち
、

子
ど
も
の
心
の
問
題
に
も

対
応
で
き
る
小
児
科
医
を

望
む
親
も
増
え
て
き
て
お

り
、
小
児
科
医
に
は
広
汎

な
領
域
に
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
岡
大
学
小
児
科
は
、
持

ち
前
の
明
る
さ
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
良
さ
で
こ
の
よ
う
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
べ
き
努
力

を
続
け
て
い
く
所
存
で
す
。

紙
面
の
関
係
上
本
文
で

ご
紹
介
で
き
な
か
っ
た
清

報
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

福
岡
大
学
小
児
科
“

　

で

検
索
し
て
い
た
だ
き
福
岡

大
学
小
児
科
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
福
岡
大
学
小
児

科
の
魅
力
を
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（医
局
長

　

井
上

　

貴
仁
）

次の方は、平成２０年１０月１日付けで福岡大学より医学博士を授与されました。
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